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東京. 

184. 大平弘正. 新たな時代を迎えた肝疾患診療. 第 8 回四国門脈圧亢進症研究会; 

20190831; 香川. 

185. 大平弘正. 肝疾患診療の進歩. 令和元年度健康教育研究会; 20190924; 郡山. 

186. 大平弘正. 自己免疫性肝炎の話題－アザチオプリンの位置づけ. イムラン WEBセ

ミナー; 20190625; 福島. 



187. 大平弘正. 自己免疫性肝疾患の理解のために. 難治性の肝・胆道の病気に関する

講演会; 20190626; 山形. 

188. 大平弘正. 自己免疫性肝炎の患者さんへ. AIH・PBC・PSC医療講演会; 20191215; 

東京. 

189. 高木忠之. 膵疾患に対する集学的治療～ソナゾイドによる診断を含めて～. 第 15

回いわき肝胆膵研究会; 20190906; いわき. 

190. 高橋敦史. 非アルコール性脂肪性肝疾患と不眠症. 生活習慣病と消化器疾患フォ

ーラム; 20190215; 福島. 

191. 高橋敦史. 肝臓から糖尿病治療を考える. 第 4回いわき糖尿病研究会; 20190708; 

いわき. 

192. 高橋敦史. 脂質管理からみた非アルコール性脂肪性肝疾患の治療戦略. 鷹巣医師

団定例医談会; 20190712; 北秋田市. 

193. 高橋敦史. メタボリックシンドロームとしての脂肪肝診療. 生活習慣病セミナ

ー; 20190607; 郡山. 

194. 高橋敦史. 非アルコール性脂肪性肝疾患における糖・脂質管理. 脂質の未来を考

える; 20190913; 福島. 

195. 阿部和道. 肝疾患と腸内細菌叢. 福島県腸内細菌学術講演会; 20191018; 福島. 

196. 阿部和道. カルニチンと筋症状/疲労. 東北肝疾患 WEBセミナー; 20191023; 山

形. 

197. 阿部和道. 福島からの発信！C 型肝炎に対する DAA 治療による SVR 後発癌と予後

－Fukushima Liver Academic Group (FLAG)のデータを中心に－. 肝炎・腹腔内感染症

インターネット講演会; 20191025; 東京. 

198. 鬼澤道夫. 炎症性腸疾患とその治療法開発の歴史. ゼルヤンツ潰瘍性大腸炎適正

使用講演会; 20191115; 郡山. 

199. 鬼澤道夫. TNFの過去・現在・未来. Fukushima IBD Forum 2019; 20191130; 福島. 

200. 郡司直彦. 大学病院における便秘診療. 相馬郡医師会講演会; 20190911; 相馬. 

201. 大平弘正. 自己免疫肝疾患の最新知見（教育講演）. 2019年度日本肝臓学会前期

教育講演会; 20190601; 東京. 

202. 大平弘正. 自己免疫肝疾患の up to date（教育講演）. 第 56回日本消化器免疫総

会; 20190801; 京都. 

203. 大平弘正. 自己免疫肝疾患の話題（教育講演）. 第 29回日本リウマチ学会北海道・

東北支部学術集会; 20191102; 青森. 

204. 高橋敦史. 肝臓から糖尿病を予防する！健康づくりセミナー（教育講演）. いき

いき健康づくりフォーラム in 白河; 20190224; 白河. 

205. 阿部和道. 肝臓からみたメタボとサルコペニア（教育講演）. 第 57回全国大学保

健管理研究集会東北地方研究集会; 20190725; 福島. 



206. 阿部和道. ウイルス性肝炎 肝硬変 肝がん（教育講演）. 福島県肝炎医療コー

ディネーター養成研修会; 20191001; 郡山. 

207. 紺野直紀. 胃がんの最近の内科的治療法～早期胃癌に対する内視鏡的治療を中心

に～（教育講演）. 第 80回日本消化器病学会東北支部市民公開講座; 20191110; 福島. 

208. 林 学. 当科における進行肝細胞癌治療の現状. 福島県 C 型肝炎学術講演会; 

20190927; 郡山. 

209. 藁谷雄一. 当院におけるルビプロストン使用状況 ～高齢者を中心に～. 福島市

学術講演会; 20190305; 福島. 

210. 藁谷雄一. 当院における便秘症治療の現状 ～リナクロチドの使用経験を踏まえ

て～. 相馬郡医師会講演会; 20190911; 福島. 

211. 大平弘正. B型・C型慢性肝炎の治療の進歩. 日本肝臓学会肝がん撲滅運動医療講

演会; 20200912; 郡山. 

212. 高木忠之. 膵疾患に対する集学的治療～上部消化器疾患の話題を含め～. 第 9回

Next Expert Gastroenterologist Meeting in Koriyama; 20200207; 郡山. 

213. 高橋敦史. 非アルコール性脂肪性肝疾患における糖・脂質管理. KOWA Web 

Conference; 20200122; 福島. 

214. 高橋敦史. 脂肪肝～どうすれば予防できるの？ いきいき健康づくりフォーラム; 

20200211; 南相馬. 

215. 高橋敦史. 生活習慣病としての脂肪肝の病態と治療. STR（Southern Tohoku 

Research Medical Conference）; 20200214; 郡山. 

216. 高橋敦史, 大平弘正, 安斎幸夫, 丹治伸夫. 更年期女性のメタボリックシンドロ

ームにおけるエクオールのインパクト. 公益財団法人不二たん白質研究振興財団 第

23 回研究報告会; 20200526; 東京. 

217. 高橋敦史. 脂肪性肝疾患の病態と対応. 日本肝臓学会肝がん撲滅運動医療講演

会; 20200912; 郡山. 

218. 高橋敦史. 肝臓病教室の紹介. 令和 2年度肝炎医療コーディネータースキルアッ

プ研修会; 20201017; 郡山. 

219. 高橋敦史. 肝疾患診療の現状と今後の課題. Liver Forum in 筑西; 20201130; 

Web(小山,郡山). 

220. 阿部和道. ウイルス性肝炎とその治療. 市民公開講座; 20200208; 福島. 

221. 阿部和道. 肝硬変の合併症と対応. 日本肝臓学会肝がん撲滅運動医療講演会; 

20200912; 郡山. 

222. 阿部和道. HCC診療における現状. 中外製薬株式会社社内勉強会; 20201207; 福

島. 

223. 鈴木玲, 藁谷雄一, 浅間宏之, 大平弘正. 膵癌微小環境における microRNAを介し

た間質形成機序の解明. 第 28回若手膵臓研究会; 20201104; 神戸. 



224. 郡司直彦, 鬼澤道夫, 大平弘正. 当科における潰瘍性大腸炎治療の現状と病診連

携について. UC治療を考える会; 20200129; 福島. 

225. 浅間宏之,  杉本充, 高木忠之, 鈴木玲, 佐藤雄紀, 入江大樹, 大久保義徳, 中

村純, 髙住美香, 橋本陽, 加藤恒孝, 小橋亮一郎, 小林靖幸, 橋本優子, 引地拓人, 

大平弘正. 切除不能膵腫瘍のマイクロサテライト不安定性検査における Franseen穿刺

針を用いた EUS-FNBの有用性の検討. 第 33回東北膵・胆道癌研究会; 20201205; 仙台. 

226. 川島一公, 斎藤豊, 高丸博之, 山田真善, 坂本琢, 松田尚久, 坂本良平, 森谷弘

乃介, 塚本俊輔, 志田大, 金光幸秀. 内視鏡治療された大腸 pT1b癌における同時性/

異時性転移再発の転移リスク因子解析. 築地キャンパス若手職員研究発表会; 

20200217; 東京. 

227. 藤田将史, 高橋敦史, 林学, 阿部和道, 大平弘正. 非アルコール性脂肪性肝疾患

に対する薬物治療. 県北肝・代謝疾患研究会; 20200218; 福島. 

228. 大平弘正. 自己免疫性肝疾患の最近の動向. 第 117回日本内科学会総会・講演会; 

20200807; 東京. 

229. 大平弘正. 自己免疫性肝疾患の現状と課題. 第 106回日本消化器病学会総会ポス

トグラデュエイトコース; 20200813; Web(広島). 

230. 高木忠之. 胆道癌の診断と治療. 第 32 回日本消化器内視鏡学会東北セミナー; 

20201115; Web(盛岡). 

231. 大平弘正．肝硬変合併症の対応 肝臓学術講演会 徳島（オンライン）20210423 

232. 大平弘正．自己免疫性肝炎の話題―周辺疾患も含めて 第 3 回 KOBE Liver 

Conference 神戸（オンライン）20210626 

233. 大平弘正．免疫チェックポイント阻害薬による肝障害 irAE を考える会 in 福島 

福島市（オンライン）20211027 

234. 大平弘正．地域で目指すウイルス肝炎撲滅―眼科医のための B型・C型肝炎 福島

県眼科医会講演会 福島市（オンライン）20211110 

235. 大平弘正．自己免疫性肝炎診療のアップデート 兵庫県肝疾患医療従事者研修会

（Web配信）． 20210313 

236. 大平弘正．原発性胆汁性胆管炎の理解のために 令和 3年度難病医療相談会・交流

会（Web配信）．20210928 

237. 大平弘正．肝硬変合併症の対応 日本内科学会東北地方会第 76回生涯教育講演会 

仙台市 20210220 

238. 大平弘正．AIH・PBC の最近の話題 日本肝臓学会後期教育講演会 岡山市 

20211210 

239. 高木忠之．慢性膵炎ガイドライン改訂に関して（切除不能膵癌患者における膵外分

泌機能不全についてを含む）．リパクレオンフォーラム福島 膵疾患診療最前線；

2021.6.22（福島 web） 



240. 高木忠之．膵癌早期発見のために～リスク因子と診断法～．第 59回日本消化器が

ん検診学会東北支部例会．第 19回超音波研修員会研修会；2021.7.3（福島 web） 

241. 高木忠之．ERCP時の介助のコツ．第36回福島県消化器内視鏡技師研究会；2021.8.21

（福島 web） 

242. 高木忠之，竹田悠太郎，鈴木 玲，杉本 充，佐藤雄紀，大久保義徳，中村 純，髙

住美香，橋本 陽，加藤恒孝, 小橋亮一郎，引地拓人，大平弘正．胆膵外科術後の挙上空

腸狭窄に対する内視鏡的ステント留置術の有用性の検討．第 34回 東北膵・胆道癌研究

会 一般演題 ；2021.11.28(仙台 hybrid) 

243. 高木忠之．胆道癌の診断と治療．大鵬薬品工業社内研修会 講演；2022.1.12（福

島） 

244. 阿部和道. Withコロナ時代の NAFLD/AIH診療に関する現状と最新トピックス〜逆

流性食道炎の話題も含めて〜.第 10 回 Next Expert Gastroenterologist Meeting in 

Koriyama; 20210219; Web. 

245. 阿部和道. 肝細胞癌の新規薬物治療.福島県肝疾患 Webセミナー; 20210123; Web.  

246. 阿部和道. irAE 肝障害. 第 3回 irAE を考える会; 20211027; 福島 

247. 阿部和道. 当科における高アンモニア血症/肝性脳症に対するリファキシミン使

用の現状.福島県リフキシマ Web講演会; 20210802; Web. 

248. 阿部和道. C型肝炎の知識と開業医へ伝えるメッセージ. バイタルネット MS向け

勉強会; 20211008; Web. 

249. 阿部和道. B型肝炎・C型肝炎治療の現状. 肝がん撲滅運動医療講演会・肝炎コー

ディネータ養成研修会; 20210911; 郡山. 

250. 阿部和道. 当科におけるテセントリク・アバスチンの現状. 中外製薬社外講師勉

強会; 20211116; Web. 

251. 阿部和道. SVR 後の肝発癌リスク層別化とサーベイランス法について. All 東北 

肝細胞癌 eセミナー; 20210628; Web. 

252. 阿部和道. カルニチンと筋症状/疲労. 肝硬変診療若手勉強会〜Web Seminar; 

20210319; Web. 

253. 阿部和道. 肝細胞癌に対する薬物療法の進歩. 福島県病院薬剤師福島支部・福島

薬剤師会; 20210520; Web. 

254. 阿部和道. 肝と薬物代謝. School of Hepatology 2021 in Aichi; 20211023; Web. 

255. 阿部和道. 免疫関連有害事象（irAE）の肝障害検査項目 IgG 追加に関して. 3th 

FICER by ACiST; 20210322; Web. 

256. 郡司直彦，鬼澤道夫，川島一公，大平弘正.潰瘍性大腸炎における治療選択.福島 IBD

ウェブセミナー in 福島;20210128;ウェブ開催. 

257. 郡司直彦，鬼澤道夫，川島一公，佐久間千陽，村上舞，小林玲子，大平弘正.PR3-

ANCAが陽性であった高齢発症潰瘍性大腸炎の一例. The 3rd Interactive Meeting in 



Fukushima;20210521;福島. 

258. 郡司直彦.潰瘍性大腸炎の治療戦略-これまでの 10 年、これからの 10 年. IBD 

Expert Seminar on Fukushima;20210708;福島. 

259. 林  学．慢性肝疾患・肝細胞癌における合併症を考える. 慢性肝疾患患者におけ

るサルコペニアと骨粗鬆症の関連について.；20210705. 福島. 

260. 林  学．肝細胞癌の化学療法の進歩. 肝がん撲滅運動医療講演会・肝炎医療コー

ディネータ養成研修会.；20210911, 郡山 

261. 小橋亮一郎，引地拓人，今村秀道，橋本健明，中村純, 髙住美香, 加藤恒孝，橋本

陽，佐竹隼輔, 高木忠之，鈴木玲，杉本充，佐藤雄紀，大久保義徳，迎慎二, 大平弘正；

胃 ESD時に穿孔をきたした食道胃接合部癌の一例．第 6回 ESD研究会，20210305，大阪

（Web）． 

262. 小橋亮一郎，引地拓人, 中村純, 橋本陽, 髙住美香, 加藤恒孝, 柳田拓実, 鈴木

玲, 杉本充, 佐藤雄紀, 入江大樹, 大久保義徳, 高木忠之, 大平弘正；コロナ禍での

消化器内視鏡診療～COVID-19 患者に対する緊急内視鏡の経験を含めて～．第 7 回内視

鏡検査・周術期管理の標準化に向けた研究会，20211107，神戸（Web）． 

263. 小橋亮一郎, 引地拓人, 中村純, 髙住美香, 加藤恒孝, 橋本陽, 柳田拓実, 高木

忠之, 鈴木玲, 杉本充, 佐藤雄紀, 入江大樹, 大久保義徳, 大平弘正；症例提示．第

374 回 福島消化器病研究会，20210716，福島． 

264. 佐竹隼輔，引地拓人，中村 純，髙住美香，橋本 陽 ，加藤恒孝，小橋亮一郎，鈴

木 玲，杉本 充，佐藤雄紀，入江大樹，大久保義徳，栁田拓実 ，高木忠之，大平弘正：

第 6回 内視鏡検査・周術期管理の標準化に向けた研究会．20210516，広島． 

265. 清水広,佐藤雄紀,大久保義徳,入江大樹,杉本充,鈴木玲,高木忠之,大平弘正.閉塞

性化膿性胆管炎による DICに対してリコンビナント・トロンボモジュリンの併用が有効

であった症例. 福島消化器疾患セミナー;20210914;福島. 

 


